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文字 セッ トとOS

現 在 、 す で に 相 当 数 の大 学 や研 究 機 関 で 、 光 フ ァイバ ー ・ケ ー ブ ル に よ る学 内LAN(local

areanetwork)が 形 成 され てい る。手 元 のパ ソ コ ンを使 って 汎 用 コ ン ピ ュ ー タに ア ク セス した り、

ワ ー クス テ ー シ ョ ン等 をサ ーバ ー と して 、特 定 の 情 報 を大 量 かつ 高 速 に や り と りす る こ と も可 能

に な って きた 。

中国書 デ ー タベ ース に 関 して は、 現 時 点 で は まだ 文 部省 学 術 情 報 セ ン ター のIR(一 般 のパ ソ

コ ン等 で 手軽 に検 索 で きる シ ステ ム)に の せ る こ と はで きな い が、 そ の可 能 性 の 実現 にむ け て 、

大 き く事 態 が 動 い て い る。 それ は、ISO(国 際 標 準 化機 構)の 多 言 語 文 字 セ ッ トと してISO

-10646が 確 定 し
、 そ の 中 に20902個 の 漢 字 が コ ー ド付 け され た こ とに よ る もので あ る。

こ の 文 字 セ ッ トに は、JIS(日 本 工 業 規 格)で 定 め られ た12156個 の 漢 字(補 助 セ ッ トの

5801字 を含 む)と と もに 、GB(中 国 国 家 標 準)コ ー ドの基 本 で あ る6763個 の簡 体 字 お よび繁 体

字 、 韓 国 の 文 字 セ ッ トで あ るハ ンジ ャ、 ア メ リカで 使 用 され て い るユ ニ コ ー ド、 台 湾 で 通 用 して

い る文 字 セ ッ ト等 が ほ とん ど網 羅 され て い る。 字 種 と して は 、 中 国 の 『辞 源 』 に収 録 され て い る

約12000個 の 範 囲 に近 い漢 字 の使 用 が 可 能 に な り、 中 国書 の デ ー タベ ー ス構築 に必 要 な文 字 の大

部 分 が 、 国 際 的 に共 通 の基 準 で 使 用 で き る こ とに な る。

問 題 は、 この 文 字 セ ッ トを電 算 機 上 で 動 か す こ との で き るOS(基 本 ソフ ト)の 開 発 だ が 、 こ

れ につ い て も、 ア メ リカ の企 業 を 中心 に一 定 の め どが つ い て きた。 汎 用 機 上 で の基 本 ソ フ トは ま

だ発 表 され て い ない もの の 、 ウ ィ ン ドウズNT版 に対 応 す る ソフ トの ベ ー タ版 が 発 表 され た 。現

在 の と こ ろ は まだ 、 そ れ に見 合 う文 字 フ ォ ン トが 作 成 され て お らず 、 漢字 はJISの 範 囲 で しか

表 示 され な いが 、 これ はいず れ近 日中 に解 決 され る はず で あ る 。

チ ャ イ ナ ・マ ー ク

中国 書 に 関 して 最 も多 くの蔵 書 を有 して い る 中国 国 家 図 書 館(北 京 図書 館)で は、1989年 に 日

本電 気(NEC)の 汎 用 コ ンピ ュ ー タ を導 入 して 本 格 的 な 中 国書 デ ー タベ ー スの 構 築 に入 ったが 、

他 方 で は、 ワ ー ク ステ ー シ ョン を使 ったLANの 形 成 に も力 を注 い で い る。 これ まで 、 パ ソ コ ン

に よ って 作 成 して きたデ ー タベ ー ス をワ ー ク ス テ ー シ ョン に取 り込 む実 験 を行 い 、 そ の ため の プ

ロ グ ラ ム も今 年 に入 って 完 成 した。

最 近 の電 算機 事 情 か ら推 定 す れ ば 、今 後 、中 国書 の デ ー タベ ー ス は、汎 用 コ ン ピ ュ ー タ よ りは 、

む しろ 、 ワ ー クス テ ー シ ョンで 処 理 す る可 能 性 が たか ま っ て い る。ISO-10646の 文 字 セ ッ ト

に対 応 す る 大型 計 算 機 用 のOSが 、 開発 され る か ど うか につ い て も疑 問 符 が つ い て お り、北 京 図
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書館の方式は、充分考慮に値するものだと考えられる。

和書のデータベースが日本の国会図書館 を中心に構築され、洋書がアメリカの議会図書館を中

心 としているように、中国書のデータベースに関しては、当然、北京図書館が中心になる。そこ

で作成されるデータ(ChinaMARC)と の互換性をも考慮にいれたシステムを受け皿 として準

備する必要 もある。しかも、それは日本の研究機関が現在 もっているハー ド環境に適合 したもの

であると同時に、国際的にも対応可能なものでなければならない。

国際規格の制定

以上のような事情を考慮 して、日本中国学会に設置された中国書データベース化委員会では、

国際交流基金の協力を得て、昨年六月から半年間、北京図書館自動化発展部の朱岩氏を日本に招

聘、前半三か月を神戸大学、後半を東京大学でそれぞれ共同研究を実施 した。その結果、これま

で作成 していたフォーマ ット(案)に も修正を加えた。

中国書のデーターベース化については、漢籍目録の編集や図書館カー ドの作成を目的 とした目

録規則をそのまま使用することはで きず、あ くまで もコンピュータ入力 を前提 とした独自の中国

書 目録が必要 となる。これについても、中国書データベース化委員会は時間をかけて検討を重ね

てきたが、当面は中国の全国文献工作標準化技術委員会の作成 した 『著録規則』を参照すること

にし、その翻訳に取 り組んできた。

この 『著録規則』の翻訳作業はいったん完了し、その出版準備を進めている途中に、それをさ

らに改善 した改訂版が発行 されたため、現在その改訳作業を進めている。これについては、で き

るだけ早い機会に公刊 したいと考えている。

このほか、文字セットについても、ISO-10646を さらに拡大 したいという要求が、中国の

みならず韓国やヴェトナムからも提起され、そうした状況をふまえて、本年3月 に国際会議がハ

ノイで開催された。これには委員会の松岡委員が出席 して討論に参加した。ただし、こうした拡

大要求にあわせて文字セ ットがめまぐるしく変化するようであれば、中国書の本格的なデータ

ベース化にも多大の支障の生ずる恐れがある。また、それに対応するソフトの開発が遅れ、実際

には入力は困難になる。

幸い、冒頭にもふれたように、待ち望んでいたISO-10646を 処理できる基本ソフ トがウィ

ンドウズNT版 のベータ版 として発表され、目下、関係者の問で検討されている。近 く予想 され

るその本格的な完成をまって、本委員会としては、中国書データベースの構築に関する当面の方

針 を決定 したいと考えている。NT版 を開発 したマイクロソフ ト社だけではなく、その他の企業

からもこの種の基本ソフ トが発表される可能性もある。

本委員会は、中国書データベース化のためのフォーマ ットと目録規則の制定、ならびに文字セッ

トへの対応を中心に、すでに5年 間にわたって検討を続け、その間、実験的に3万6千 件のデー

タベースを作成 してLANに も組み込みんだが、、むろん、それは究極の目標との間に距離のあ

る ものであり、そのまま学情センターのIRに のせ られるもので もない。ただ し、ISO-

10646を コンピュータ上で処理できるOSが 出現 したことにより、中国書データベース実現の可

能性はきわめて近 くなった。

しかし、このデータベースは国際規格にのっとり、世界中の漢字文献に関する情報 を、相互に
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インターネットを通 じて交換できるようなものでなければならない。そのための規格作 りには、

当然、事前の国際的な合意を必要とする。今回のシンポジウムは、それに向けての橋頭堡になる

ものと考えている。会議の具体的な内容 は次のようになっている。

CJKシ ンポ ジウム

この会議は 「環太平洋CJK(Chinese,Japanese,Korean)書 誌情報ネットワーク ・システ

ムの構築に関する国際シンポジム」と名付 けられ、国際日本文化研究センターと国際交流基金が

共催す る 「日本研究 ・京都会議」の一環 として開催 されたが、中国国家図書館の朱岩氏が

Organizerと なり、日本中国学会内に設置 された 厂中国書データベース化委員会」ならびに日本

情報処理学会のCJK-JRG(JointResearchGroup)そ の他の関係者がタイアップして開催 した

ものである。

シ ンポ ジ ウム の報 告 者 な らび に報 告 題 目は以 下 の 通 りで あ る。

Organizer:

朱 岩(中 国 国家 図 書館 自動 化 発 展 部):ISO/IEC10646andtheConstructionofthe

CircumpacificDocumentsInformationNetwork

Chairman:

山 田敬 三(神 戸 大 学 教 授):中 国 書 デ ー タベ ー ス の現 状 と課 題

Panelist:

JackCain(ISMDirecter,AsianDevelopment):RequirementsfortheInternationalizationofCJK

Systems

和 泉 新(図 書 館 情 報 大 学教 授):中 国書 目録 の デ ー タベ ー ス化 にお け る 一つ の 問題

一 目録 規 則 作 成作 業 の 中 で考 え た こ と

宮 澤 彰(文 部省 学 術 情 報 セ ンタ ー教 授):東 ア ジ アの 書 誌 デ ー タベ ー ス と

ISO-10646UCS

杉 山 時 之(国 会 図書 館 情 報 処 理 課 課 長 補 佐):国 立 国 会 図 書 館 の 資料 とデ ー タベ ー ス化

Discussant:

岡 崎 由 美(早 稲 田 大学 助 教 授):新 書 目録 規 則 につ い て

佐 々木 勲 人(筑 波 大 学 講 師):書 誌 情 報 検 索 シ ス テ ム につ いて

笹 倉 一 広(静 岡 大 学助 教 授):古 典 目録 規 則 につ い て

瀬 戸 宏(摂 南 大 学 助教 授):逐 次 刊 行物 目録 規 則 につ い て

松 岡栄 志(東 京 学 芸 大 学 助教 授):キ ャ ラ ク ター セ ッ トにつ い て
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